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１．研究の背景と目的

　本研究は、タイで人身取引の被害にあっ

たサバイバーらが、シェルターを出たあと

に、どのような生活を送っているかを調査

し、本人や家族の考えを明らかにする研究

である。

　本研究の背景をまず述べていく。2021年、

世界では 4,960 万人が「現代奴隷」として

生活、うち 2,760 万人が性的搾取を含む強

制労働として搾取され、2,200 万人が強制

結婚の被害者であるといわれている (ILO, 

2022)。つまり、世界の 150 人に 1 人が日々

奴隷として生活していることになり、2016

年の調査時と比べて、その数は 930 万人ほ

ど増加している。UNODC (2021) によると、

世界の人身取引被害者のうち、5 人が成人

女性で、2 人が成人男性、2 人が少女、1 人

が少年である。即ち、被害者の 3 分の 1 が

子どもだったことになる。この地球規模の

問題を解決するため、多くの国々が法改定、

政策を打ち出し、対策を取っているが、未

だ解決には至っていない。

　本研究の対象国であるタイは、ASEAN 諸

国でも人身取引対策をリードしている国の

1 つである。2021 年、タイ政府は 2020 年に

比べ人身取引の捜査件数を増やし、人身取

引防止法の強制労働条項の実施ガイドライ

ンを策定、人身取引被害者特定センターを

新たに設置した。その努力が認められ、タ

イはアメリカが 2000 年人身取引被害者保護

法に基づき、人身取引問題に対する世界各

国の取り組みを毎年格付けしている人身取

引報告書の 2022 年版において、4 段階評価

のうちの第 2 階層（2000 年人身取引被害者

保護法の最低基準を完全遵守まではいかな

いが、遵守するために努力している国）に

格上げされた (USDOS, 2022)。また現在、

タイ政府が運営する人身取引被害者のため

の国営シェルターは、男性用シェルター 4ヶ

所、女性用シェルター 4 ヶ所、少年用シェ

ルター 1 ヶ所の合計 9 ヶ所ある。筆者は、

2018 ～ 2020 年にかけて、JICA 海外協力隊

として、ナコーンラーチャシーマー県（以

下「コラート」と称する）にある女性用のシェ

ルター（バーン・ワン（仮名））で活動をし

た。シェルターでは、情緒安定のプログラ

ムや職業訓練などが実施され、シェルター

で過ごす約 1 年の間で、多くの被害者が心

身の回復に成功していた。

先行研究

　シェルターでのこうした成果は、第 2 階

層に相応しいと考えられる一方、Lisborg & 

Plambech (2009) によると、サバイバーの

短期的社会復帰支援が中心で、サバイバー

がシェルターを出た後、引き続き脆弱な立

場に置かれたり、再び人身取引被害者となっ

たりすることを防ぐには不十分であると指

摘される。実際に、政府やシェルターによ

る社会復帰支援を受けた後、再び人身取引

の被害にあうサバイバーの存在が確認され
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ている。また、18 歳以下で人身取引の被害

にあった子どもたちは、成人後、あるいは

人身取引の状況を脱してから 2 年以内に再

び被害者となることが多いという報告があ

る (IOM, 2010)。

リサーチ・ギャップ

　これまでの研究においては、政策提言や

法律による保護、シェルターや NGO にお

ける支援内容については豊富な研究群 ( 青

木 , 2018; 日下部 , 2019; 平井 , 2021)

が存在するが、被害者らがシェルターを出

たその後について追跡するような研究は乏

しい。筆者が所属していた国営シェルター

（バーン・ワン）でも、職員は、サバイバー

の SNS に掲載している写真や文章を通して、

中には再び売春をしている者がいるだろう

という予測をしていた。しかし正式な追跡

データが存在せず、自らの支援のその後を

把握していなかった。サバイバーはシェル

ターを出た後も、裁判手続きの関係で 3 ヶ

月ごとにシェルターに来ることになってい

たが、関わり方が希薄、あるいは、県外出

身のサバイバーは、手続きに来ないケース

も多く、そういったサバイバーのその後の

様子は全く分からなかった。

　そこで本研究では、バーン・ワンを事例に、

シェルターを出た後のサバイバーを追跡調

査することで、サバイバーのその後の生活

状況や、本人や家族の考えを明らかにする

ことを目的とする。まず、研究方法につい

て述べた後、人身取引の概要として、定義

や、世界とタイにおける人身取引の現状に

ついて、国際的な報告書をもとに説明する。

そして、シェルターでの支援内容と課題に

ついて、バーン・ワンを事例に筆者の経験

と先行研究をもとに紹介する。その後、サ

バイバーの追跡調査の結果を、サバイバー

が被害者となるまでの背景やシェルター在

所中の様子も含めて述べる。最後に、まと

めを記述する。

　研究ノートとしての性質上、また紙幅の

都合上、本稿では、上記の通り、既往研究

の空隙を上述のような提示に留め、包括的

な視点からのリサーチ・ギャップの提示は

別稿に譲りたい。

２．研究方法：サバイバーの目線を確

保した観察・インタビュー調査

　筆者は、2018 ～ 2020 年 JICA 海外協力隊

として、コラートにある人身取引被害者の

ための国営シェルター（バーン・ワン）で

活動を行った。同シェルターの勤務期間で

ある約 2 年間において、参与観察やインタ

ビュー調査を行った。

　また、サバイバーのその後に関しては、

2019 年から 2020 年にかけて、シェルター

を出たあとも SNS を通して筆者と連絡を

取っていた 6 人のサバイバーの地元や自宅

に出向き、インタビュー調査と参与観察か

らなる追跡調査を行った。今回調査を行っ

たサバイバーはいずれも東北部（イサーン）

に住む、追跡調査当時で 14 歳～ 17 歳の性

的搾取の被害にあった者である。対象は、

サバイバーのみならず、可能であれば保護

者や親戚とも会話をし、時には宿泊するこ

とを通して、サバイバーの置かれている生

活環境や家庭環境をより深く調査した。

３．人身取引の定義

　議論を進めるうえで、まず人身取引とい

う、広範に理解されているであろう定義に

ついて、本研究なりの捉え方を示しておく

必要がある。

　国際組織犯罪防止条約人身取引議定書第

三条には、以下のように記載されている。

　「人身取引とは、搾取の目的で、暴力（中

略）脅迫（中略）などぜい弱な立場に乗

ずる（中略）目的で行われる金銭若しく
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は利益の授受の手段を用いて、人を獲得

し、輸送し、引き渡し、蔵匿し、又は収

受することをいう。搾取には、（中略）他

の者を売春させて搾取することその他の

形態の性的搾取、強制的な労働（中略）、

隷属又は臓器の摘出を含める。暴力、脅

迫、金銭若しくは利益の授受の手段が用

いられた場合には、人身取引の被害者が

（中略）搾取について同意しているか否か

を問わない。搾取の目的で児童（18 歳未

満）を獲得し、輸送し、引き渡し、蔵匿し、

又は収受することは、暴力、脅迫、金銭

若しくは利益の授受のいずれの手段が用

いられない場合であっても、人身取引と

みなされる。」※（中略）は筆者

　上記の定義では、本論がターゲットとす

る性的搾取の人身取引被害者とセックス

ワーカーを区別するには少々分かりにくい

ため、本論文では下記の通りとする。

　「人身取引とは、加害者が金銭的利益を

得ること（搾取）を『目的』として、被

害者を売春させたり、他の形で性的搾取

したり、強制労働などに従事させたりす

ることである。また、加害者は暴力や脅

迫などの『手段』を使って、被害者を獲

得したり、移送したりする『行為』を行

うとされるが、被害者が 18 歳未満の際

は、加害者が搾取を目的としていた場合、

暴力や脅迫などの手段を取っていなくて

も人身取引とみなされる。つまり、被害

者が 18 歳未満で、加害者が金銭的にいく

らか利益を得ていた場合は、例え被害者

が売春行為に同意し、被害者が売春行為

を通して金銭を得ていても人身取引にな

る。」

　本論文の定義は、日本警察庁、タイ社会

開発・人間安全保障省、アメリカ国務省の

定義とほぼ同義と言えるが、「目的」「手段」

「行為」の 3 つの観点にフォーカスし、本論

が主にターゲットとする 18 歳未満の性的搾

取の人身取引被害者の例を分かりやすくし

た。繰り返しになるが、どこの国でも 18 歳

未満の意思決定は売春行為に際しては無効

とされる。

　また、人身取引被害者は、しばしばサバ

イバーと称されることもある。本研究では、

シェルターで過ごすまでの被害者を「被害

者」とし、シェルターを出たあとの被害者

を「サバイバー」と記述することとする。

４．人身取引の世界的動向とタイでの

現状

　まずは、本論がターゲットとする人身取

引被害者とは、どのような背景で被害者に

なっているのか、そもそも人身取引にはど

のような形態があるのかなど、被害者理解

の必要性から、世界における人身取引の動

向において、人身取引業者の標的になりや

すい層から紹介する。UNODC (2021) による

と、人身取引業者は、社会的に弱い立場に

ある人々を利用する。例えば、極貧家庭、

家族崩壊、親から守ってもらえない・世話

をしてもらえない家庭の子どもたちや大人

がターゲットになりやすい。低所得国では、

発見された被害者の半数を子どもが占め、

そのうち 46％が強制労働の目的で人身取引

されている。そして高所得国では、子ども

は主に性的搾取、強制犯罪、物乞いの目的

で人身取引されている。さらに、新型コロ

ナウイルス感染症の大流行によってもたら

された急激な失業率の上昇、雇用の減少は、

これまで以上に社会的に弱い立場の人たち

を追い詰めた。生きるため、そして自分の

生活を少しでもよくするために、リスクが

高いと知っていてもそちらを選択する人が

増え、結果、人身取引の被害にあう者が増

加したのである。

　次に、搾取形態とその割合について述べ
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る。世界で発見された人身取引被害者の

50% が性的搾取、38％が強制労働、6％が強

制犯罪行為、1％は物乞いとして搾取されて

いる。さらに、強制結婚や臓器摘出などの

ために人身取引された人々も 1％未満では

あるが存在する。また、子どものみに焦点

を当てた場合、ほとんどが性的搾取の人身

取引被害者である。性的搾取（女児被害者

の 72％）、強制労働（男児被害者の 66％）

に加え、子どもたちは物乞いや薬物売買な

どの犯罪行為の強制を目的に搾取されてい

る (UNODC, 2021)。そして、搾取形態とし

て最も多いのが性的搾取である一方、近年

では強制労働の割合も増えているため、様々

な視点からの人身取引対策が必要とされる。

　続いて、本研究の調査地であるタイに

フォーカスをして、人身取引の現状と子ど

もたちがどのようなきっかけや背景を通し

て被害者になっているかについて述べる。

USDOS (2022) によると、人身取引業者はタ

イ、その他の東南アジア諸国、スリランカ、

ロシア、ウズベキスタン、アフリカ諸国か

ら来た女性、男性、LGBTQI+ の大人や子ど

もたちをタイで搾取している。また、子ど

もに焦点を当てると、タイ、ビルマ、ラオ

ス、カンボジア出身の者が、売春宿、マッ

サージ店、バー、カラオケラウンジ、ホテル、

個人宅などで、性的人身取引の被害にあっ

ている。特に新型コロナウイルス感染症の

大流行以来、オンラインでの子どもの性的

搾取が増え続けている。以前にも増して、

インターネット、チャット、出会い系アプリ、

その他ソーシャルネットワークのプラット

フォームが、子どもたちを人身取引業者の

甘い誘惑に誘い込むきっかけになっている。

　また、世界の動向と同様、タイでも新型

コロナウイルス感染症大流行の影響により

家族が失業し、その結果、人身取引の被害

にあうリスクの高い子どもたちの割合が増

加した。例えば、タイの子どもたち約 17 万

7,000 人（ほとんどが少年）が、農業、自

動車修理などのサービス業、建設業、製造

業、接客業などの児童労働に従事しており、

強制労働を示唆する状況に直面しているこ

とが明らかになった。これらの子どもたち

の半数以上は学校に通っておらず、多くは

危険な条件や、長く不規則な労働時間の環

境下で働き、性的搾取の危険にもさらされ

ていることが分かっている。

　さらに、男性や少年においては、タイ、

ビルマ、カンボジア、ベトナム、インドネ

シア出身の者が、タイや外国が所有する漁

船で、船主やブローカーによって強制労働

を目的に搾取されている。賃金は少額、あ

るいは不定期で支給され、ブローカーや雇

用主から借金をしているケースが多い。船

の上では十分な食料、水、医療品は与えら

れず、週 7 日、1 日 18 時間から 20 時間も

働かされている現状である。なかには、脅

しや暴力、薬物を使って強制的に長く働か

せたり、さらなる借金を作る手段として彼

らに麻薬を売ったりする船長もいた。さら

に、政府関係者や警察など権力がある立場

の者の中に、被害者を搾取している事業主

や売春宿から賄賂や融資を受けるなどして、

人身取引に直接加担する者がいることも明

らかになっている。

５．シェルター（バーン・ワン）での

支援内容と課題

　ここまでは世界とタイにおける人身取引

被害者が被害者となるまでの背景や、被害

者が置かれている現状について国際的な報

告書をもとに説明した。ここからは、人身

取引被害者が警察によって救済されたあと

に保護される場所であるシェルターに焦点

を当てて、筆者の参与観察とインタビュー

調査の結果を紹介する。現在、タイ政府が

運営する人身取引被害者のための国営シェ

ルターは、男性用シェルター 4 ヶ所、女性

用シェルター 4ヶ所、少年用シェルター 1ヶ
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所の合計 9ヶ所ある。本章では、女性用シェ

ルターのうちの 1 つである、バーン・ワン

を事例にシェルターでの支援内容や成果、

課題について、筆者の経験と先行研究をも

とに述べる。

(1) バーン・ワンでの支援内容と成果

　バーン・ワンは、タイの首都バンコクか

ら東北へバスで 4 時間ほど向かった、東北

部（以下「イサーン」と称する）のコラー

トという地方都市にある、人身取引被害者

のための女性用シェルターである。イサー

ンは、ラオスやカンボジアと国境を接して

おり、タイの中で最も貧しい地域ともいわ

れている。イサーンの人身取引被害者保護

を管轄しているバーン・ワンには、4 つの

使命がある。1 つ目は、タイのイサーンで

人身取引の犠牲になっている少女や女性を

保護すること。2つ目は、18歳未満の少女や、

自発的に保護を受ける 18 歳以上の女性を保

護し、面倒を見ること。3 つ目は、職業訓

練施設としての役割をもち、最初の保護先

から 2 年を超えない期間、少女や女性を受

け入れること。4 つ目は、2003 年の児童保

護法に基づく保護福祉施設となることであ

る。

　バーン・ワンでは裁判が終わるまでの約

1 年間、全ての被害者に衣食住が与えられ

ていた。2020 年の時点で、53 人の被害者

たちがバーン・ワンで共同生活をしていた。

そのうち、12 歳から 18 歳のタイ人（30 名）

やラオス人（3 名）は性的搾取の被害者で

あった。また、18 歳から 30 代後半のラオ

ス人（15 名）は食肉加工工場で強制労働を

させられていた。残りのタイ人（5 名）は、

孤児や障害をもつ女性たちであった。

　被害者たちは警察に保護された後、約 1ヶ

月間、初期入所室というところで情緒安定

のプログラムを受ける。タイ人職員が行っ

ていたプログラム内容は、カウンセリング

を含め、手芸や塗り絵、ブレスレットやク

ラフト作りなどが主であった。被害者らは

徐々に心を開いていき、初期入所室の職員

のことを母親のように慕っていた。手芸な

どのアクティビティに取り組むことで、集

中して何かを作成することが少しずつでき

るようになり、完成したものを実際に使う

ことで、達成感や喜びを感じている様子で

あった。また、筆者は、主にこの初期入所

室に配属され、英語や日本語の授業を行っ

たり、タイ人職員と共に人身取引や HIV/

AIDS、キャリア教育のアクティビティ、毎

朝の掃除指導を企画し実行したりした。以

下、シェルターでの活動を通して被害者た

ちの情緒が回復した視点から分析するとい

う目的で、アクティビティの感想を列挙す

る。

　習字の授業を終えたあとは、以下に代表

されるように、インタビューを行った 8 人

中 4人が達成感を感じ、自己肯定感が高まっ

たとの主旨の感想を述べた。

　「最初は難しいと思ったけど、がんばっ

て集中した。書き終えたときは、私にも

できたと思えて嬉しかった。幸せだった。」

　また、人身取引のアクティビティを終え

たあとは、ほぼ全員が自分の状況を客観視

し、再発防止に向けて意識することができ、

3 分の 1 の被害者が自分のみならず、家族

や友人に学んだことを伝えたいとの主旨の

感想を述べた。

　「将来起こりうることについて、考えら

れるようになった。この知識を友だちや

兄弟にも伝えたい。家族に同じことが起

こってほしくないから。私自身も昔の自

分に戻らないようにする。」

　さらに、キャリア教育の授業を終えたあ

とは、以下に代表されるように、学んだこ

とを通して、自分の将来の目標を具体的に
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描くことができた者もいた。

　「長く学校に通えばそれだけ就ける職業

が増え、給料も多くなり、家族を助ける

ことができるということが分かった。逆

に教育を受けていないとその分自分自身

が苦しくなるということが分かった。高

校を卒業して軍隊に入りたい、家族を楽

にしてあげたいと思った。」

　これらの感想から分析すると、被害者た

ちは、自己肯定感が高まったり、以前より

広い視野で自分の状況を把握することがで

きるようになったり、将来のことについて

考えることができるようになったりと、初

期入所室での活動を通して以前より情緒が

安定し、心の成長に繋がった者が多かった

といえるだろう。

　初期入所室でのプログラムが終わると、

被害者らはシェルター内の職業訓練（例え

ば裁縫・刺繍、美容、マッサージ、農耕・

牧畜、料理など）に分かれ、裁判で加害者

の賠償金額が決定されるまでの約 1 年、訓

練を受ける。優秀な者はシェルターが併設

しているカフェ、マッサージ、美容室で働

き、稼いだお金でお菓子や化粧品を買った

り、シェルターを退所するときのために貯

めたりすることができる。興味のある分野

を自分で選択して学ぶことができる職業訓

練は、職員の力量と面倒見によって被害者

らの活動状況やモチベーションにバラツキ

はあったものの、被害者らはできなかった

ことができるようになる喜びを感じている

様子であった。また、筆者は、被害者たち

が職業訓練で作った小物を日本人会チャリ

ティーバザーや JICA 海外協力隊の総会に出

店し、売り上げを被害者らに還元した。そ

して、被害者らの自己肯定感を高めるため、

購入者にお願いして、作成者宛てにメッセー

ジを書いてもらい、購入者の写真を撮らせ

てもらった。その後、被害者ら一人ずつに、

メッセージと写真をまとめ、小冊子にして

本人に渡した。小冊子を渡したときの被害

者らの喜びで目を赤くする様子はとても印

象的であった。中には、シェルターを出た

あとも引き続き小物を作りたいと申し出る

サバイバーもいた。

　また、もし、被害者がシェルターを出た

後にもう一度学校（主にノンフォーマル

教育の学校）で学びたいという強い希望を

示せば、教科書が与えられ、被害者たちは

職員（1 人）の監修のもと、個人学習を進

め、質疑応答ができる時間が取られる時期

もあった。筆者も、英語を中心に職員と共

に指導した。実際にこの時間で勉強をして、

学校の入学試験に合格した被害者らが何人

もおり、そのうち卒業まで学業を続け、看

護助手やその他の就職に繋がった者も数名

いた。さらに、月に 1 回程度、バンコクか

ら NGO がきて、アートやエンパワーメント

の授業や、被害者同士の関係性作りのアク

ティビティを実施していた。NGO 主催で被

害者と保護者、職員も一緒に県外に合宿に

行く場合もあった。NGO のアクティビティ

は、被害者同士の関係性や、被害者と職員

の関係性、被害者と保護者の相互理解に大

きく役立っていた様子であった。

　職業訓練の様子や学校教育に戻るための

準備の様子、NGO とのコラボレーションの

様子を分析すると、シェルターでの支援に

は、シェルターを出たあとの社会復帰に向

けて、資金が費やされ、それぞれの職業訓

練を指導することができる人員も存在して

いることから、人身取引報告書の 4 段階評

価のうちの第 2 階層までいくような水準が

確かに認められるだろうといえる。

(2) シェルターの課題：シェルターを出た

その後

　ところが、問題はプログラム終了後のこ

とである。前節でも述べたように、シェル
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ターが実施する情緒安定のプログラムや職

業訓練などを通して、多くの被害者が心身

の回復に成功していたといえる一方で、シェ

ルターにも問題点や改善点があることが、

先行研究などからも分かっている。シェル

ターが抱える課題は、大きく分けて 2 つあ

る。1 つ目は職業訓練、2 つ目は教育につい

てである。

　サバイバーがシェルターにいる際、経済

的自立のために職業訓練を受けているにも

関わらず、シェルターを出たあとも尚、経

済的に苦しむ理由の 1 つに、職業訓練内容

が不十分であることが挙げられる。例えば、

シェルター内の職業訓練で学ぶことができ

る職業は実際には非常に低い収入しか保証

されないため、多くの場合、サバイバーが

最終的に行う仕事やビジネスとは直接結び

つかなかったり (Idemudia et al., 2021)、

シェルターが通常提供する料理、手芸、美

容などの職業訓練のほとんどは、サバイバー

が家族の家計を主となり支えなければなら

ないケースを想定されていなかったりする

こと ( 齋藤 , 2016) が、先行研究でも指

摘されている。このように、収入が低い職

業しか学ぶことができないという理由以外

にも、サバイバーが経済的に苦しむ理由に

は、彼女たちの金銭感覚が養われていない

ことも挙げられる。被害者やサバイバーの

消費に関する非現実的な期待や欲が、逸脱

行動につながり本人を苦しめていたり (Von 

Feigenblatt & Ed.D, 2021)、性産業におけ

る人身取引被害者やサバイバーの多くは、

むしろ絶対的貧困よりも相対的貧困に屈し

て苦しんでいたりすること (Jones et al., 

2011) が明らかになっている。

　また、職業訓練中に、働く際に必要な忍

耐力や集中力が十分に養われていないこと

も挙げられる。筆者が観察したところ、職

員の手腕にもよるが、職業訓練中に被害者

の集中が続いておらず、職員の隙を見て、

寝て過ごしている被害者が少なからず存在

した。この部分に関しては、職業訓練内容

の充実と共に、マンネリ化させない工夫や、

できる限り被害者たちの傍で訓練の様子を

見守り、褒めたり励ましたりと適切な声掛

けをすることで彼女たちの集中力が増し、

忍耐力が徐々についていくのではないかと

考える。

　もう 1 つの課題は、教育の機会がシェル

ター内で十分に与えられていないことであ

る。Surtees (2017) よると、シェルターの

プログラムの中で、教育の機会を得ること

ができた被害者はごくわずかであった。バー

ン・ワンの 4 つの使命にも見られたよう

に、シェルターでは、教育よりも職業訓練

に重点が置かれている。そしてそれが被害

者の希望やニーズ、能力に合っているかど

うか、十分な検討も評価もされていないこ

とが指摘されている。また、被害者が進学

や復学しない理由の 1 つに、教育機会の選

択肢が一般的に限られていることが挙げら

れる。シェルターでは通常、シェルターを

出てすぐに学校に行くことを決めた人への

支援しかしていない。しかし、被害者の多

くは、最初は家に帰って家族と一緒に暮ら

すことを選びがちである。被害者が進学や

復学を希望しないもう 1 つの理由は、被害

者が教育に関する費用を支払うことができ

ないことが多いからである。タイでは学費

は無料だが、制服や教科書、交通費などは

支払わなければならない。また、進学や復

学ができたとしても、退学してしまうケー

スも少なくない。自分より何歳も年下の生

徒たちと一緒に授業を受け、構造化された

学校環境に適応することを困難に感じるサ

バイバーも多い。さらに、他の生徒と比べ、

劣等感を強く感じるサバイバーも多く、そ

のことも学習の継続を難しくしている。

　筆者が観察したところ、教育の機会に関

しては、シェルターに入所した時期も大き

く影響していた。シェルターを出る時期と、

年に 1 回の受験日、そして入学日に大きな



佐藤　仁美・日下部　達哉

－ 64 －

ズレが生じると、シェルターを出てすぐの

復学が困難となり、実質シェルターを出て

からサバイバー本人が書類のやり取りなど

を全て自分で行わなければならず、大きな

ハードルとなっていた。さらに、シェルター

で教育をする職員の力にも問題があった。

当時、一般学校の教員免許をもった職員は

おらず、職員は基本的に職業訓練の職員や

事務員として採用されていた。教育担当に

なった職員は、自分の過去の記憶を思い出

しながら指導するのだが、忘れていること

も多く学校教育の年齢が上がるにつれ指導

しきれない。結果、もともと学習が苦手で、

学校を退学してから期間がしばらく空いて

いることの多い被害者たちが、自分で教科

書を読んで理解しなければならず、学習自

体がとても困難な様子であった。特に、英

語の指導は職員も苦労していた。

　シェルターでの参与観察や先行研究から

課題を分析すると、シェルター側の課題と

しては、職業訓練の内容が不十分であるこ

と、教育の機会が十分に与えられていない

こと、進学や復学に必要な資金や人員が十

分に提供できていないことが挙げられる。

また、被害者側の課題としては、金銭感覚

や忍耐力、集中力、構造化社会に適応する

力が十分に備わっていないことが挙げられ

る。

６．サバイバーのその後

　前章では、人身取引被害者が警察によっ

て救済されたあとに保護される場所である

シェルターに焦点を当て、バーン・ワンを

事例にシェルターの支援内容や成果、課題

を述べた。本章では、バーン・ワンを出た

タイ人サバイバーらのその後の様子につい

て、背景やシェルターでの様子も含めて、

イサーン各県へ戻った彼女らの追跡調査結

果をまとめていく。プライバシーに配慮を

しながら、ラポール形成に努めて、家庭環

境やインタビューを行った成果である。や

や冗長になるが、６人の事例を述べていく。

● サバイバー A（16 歳【2018 年 10 月時点】・

女性）

(1) シェルターに来た経緯

　警察に保護されシェルターに来た経緯に

ついて、以下のように説明した。

　「15 歳のとき、私はゲームが好きで、

学校が終わったら、よくゲームセンター

に通っていた。友達と一緒に 3 人で。家

に帰るのは22時とか23時くらい。ある日、

ゲームセンターにブローカーの女性が来

て、私たち 3 人を殴って、私たちはその

ままホテルに連れて行かれ、強制的に売

春をさせられた。1 日に 10 人の男を相手

にしなきゃいけないときもあって、お店

は客から1,000～2,500バーツずつもらっ

ていた。客はブローカーが Facebook を通

して見つけ、私は部屋で客が来るのを待っ

ていた。客を歓迎しないような素振りを

見せると、髪を引きずられ顔を平手打ち

された。逃げることはできない。逃げよ

うとしたら殺される。本当に怖かった。2

か月後警察署まで走って逃げ、その後バー

ン・ワンに来た。」

(2) シェルターでの様子

　発想が豊かで、クリエイティブな少女で、

アートのアクティビティでは、いつも芸術

的才能を光らせていた。職業訓練は、マッ

サージについて学んでいた。シェルターの

隣のお店で実際に客にマッサージをしてお

こずかいを稼ぐことが許されるほど技術は

高く、職員からも信頼されていた。日本の

アニメが好きで、日本語を学びたいとの申

し出があったので、A の職業訓練が終わっ

た後や休憩の合間を利用して、あいさつや

自己紹介、日常生活で使う簡単な単語や質

疑応答、ひらがなの読み書きの練習を行っ
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た。自由時間に日本語を学びたいと申し出

る少女たちはたまにいるが、なかなか続か

ないケースが多い。しかし、A の場合は学

習意欲が高く、宿題もこなし、毎回のレッ

スンを笑顔でとても楽しそうに受けていた。

シェルターを出る日、筆者に日本語で書い

た手紙をプレゼントしてくれた。

写真１. サバイバー Aが筆者に宛てた手紙

筆者撮影

(3) シェルターを出たその後

　A がシェルターを出てから約 1 年後、A に

会いに行った。昼の 12 時にソムタム屋で会

う約束をしていたが、2 時間後にやってき

た。来た瞬間に目を疑った。手足はやせ細

り、肌の色も黒くなっていた。痩せたからか、

あるいは化粧をしていないからなのか、血

の気がないように見えた。きちんとご飯を

食べているか聞いたところ、仕事の疲れか

ら食事は 1 日 1 回程度で十分になったとい

う。お金がないからなのかと聞いたところ、

お金はある、と否定した。

　17 歳の A は、飲食店でアルバイトを始め

たという。毎日 14 時 30 分から午前 0 時の

スケジュールで、休むことができるのは月

1 回だという。それだけ働いても、給料は

6,500 ～ 7,000 バーツで、家賃の 1,300 バー

ツを引くと、ひと月に 5,200 ～ 5,700 バー

ツで生活をしていることになる。役職にも

よるが、シェルター職員の給料がだいたい

12,000 バーツだったので、約半分の給料で

生活をしていることになる。家賃や水道、

食費、その他諸々含め、単純に日割りする

と、1日約210バーツ（当時のレートが1バー

ツ 3.5 円。日本円で約 735 円）で生活をし

ていた。

　今後について、A は高校卒業資格を取り

たいと考えていた。最終学歴が中学校 3 年

生までであるため、ゴーソーノー（กศน.）
というノンフォーマル教育の学校で高等学

校卒業程度認定試験を受験しようと考えて

いた。しかし、毎日仕事から帰ってくると

疲れて、食事の準備をすることも面倒にな

り、午前 2 時や 3 時にそのまま寝てしまう

という。その後、昼過ぎまで寝て、アルバ

イトに行く、という日々を繰り返している

A には、学校に行ったり勉強をしたりする

余裕はないように見られた。

　食事を済ませた後、A は自宅を案内して

くれた。アルバイト先や、ソムタム屋から

歩いてすぐのアパートに彼氏と 2 人で暮ら

していた。清掃の行き届いている小さなワ

ンルームの部屋で、シングルサイズのベッ

ド、扇風機、トイレがあり、机の上に、飲

料水と食器、服が並べて置いてあった。物

をしまう棚のようなものはなく、物自体が

少ないため、机の上にそのまま整頓され、

置いてあった。A の両親は離婚し、母は再

婚して県外で暮らしているという。祖母が

県内にいるが、アルバイト先から遠いので

一緒には暮らしていない。彼氏は親戚のソ

ムタム屋でアルバイトをしているが、怠け

て行かない日も多く、大した収入はないと

いう。

　将来何をしたいか聞いてみると、

　「私はいつか自分のお店を持ちたい。栄

養情報が分かるようなカフェ。ケーキや

コーヒーもセレクトして提供したい。お

客さんを惹きつけるようなクラシックな

スタイルでもいいかも。特に、夜遊びが

好きな人に興味を持ってもらえるような

お店。男性にも女性にも興味を持っても
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らえるように、タイ風のアンティークで

かわいい雰囲気の店内装飾にしたいな。

きっと夜遊びが好きな人は、こういうお

店が好きじゃないかと思うの。朝は出勤

前のお客さんにケーキやコーヒーを出し

て、夜は、飲み物とトーストを出そうか

な。ざっと計算してみたところ、投資額

は 2,000 ～ 3,000 バーツくらい必要かも

しれない。いきなり儲かるとは思ってな

いから、最初はのんびり気楽にやっても

いいかな。きっと徐々にビジネスはうま

くいくようになると思う。もし成功しな

くても、それはそれでいいと思うの。もっ

と頑張らないといけないってことを学べ

るから。でも、今のところ、こういうタ

イプのお店はかなり珍しいわ。」

　上記のように A は将来の夢を一生懸命に

語ってくれた。しかし、お金の話をすると

きなど、ときおり目線が下を向き、寂しそ

うに話していた。

　A は、シェルターを出た後も、筆者と一

緒に勉強していたときのプリントを使って、

日本語の勉強をしていた。時間があるとき

に、一緒に学んだことを復習しているよう

だ。日本語の学習本をプレゼントしたとこ

ろ、食い入るように集中し、日本語を音読

し始め、笑顔が増えた。日本語を勉強して

いる間だけでも、日常のストレスや困難を

忘れられて笑顔が増えることを願う。

　夜になり、近所のお祭りに一緒に行った。

お寺に行き、お祈りとおみくじを済ませ、

願い事をしながら一緒にランタンを飛ばし

た。Aがボソッと「バーン・ワンに戻りたい。

バーン・ワンでは友達との問題もあったけ

ど、幸せだった」とつぶやいた。

　A が人身取引被害者になった背景は、暴

力によって強制的に性的搾取をされ、自由

が全くないパターンである。シェルター職

員へのインタビュー結果によると、近年タ

イではこのようなパターンは以前に比べて

減少しているが、未だ存在するということ

を忘れてはならないだろう。A は、シェル

ター内の職業訓練ではマッサージを学び、

シェルター併設のお店で働くことが許され

るほど技術は高かったが、シェルターを出

た後の実際の職業には結びつかなかったこ

とが調査結果により判明した。現実には飲

食店でアルバイトを行っているが長時間労

働で低賃金のため、シェルターを出た後、

貧困に苦しんでいた。また、幼いころに両

親は離婚しており、両親から経済面や精神

面でのサポートなく育っている。そのこと

も関係しているのか、彼氏との関係に不当

性を感じることが多々あるようだが、精神

的には彼氏に依存しているように見えた。

シェルター内で経験したような頼れる大人

がいて、安心して生活できる環境があるこ

とがいかに大切かということが、A のバー

ン・ワンに戻りたいという発言から示唆さ

れる。

● サバイバー B（15 歳【2019 年 10 月時点】・

女性）

(1) シェルターに来るまでの背景

　Bの両親は、幼いころに離婚し、母は蒸発、

しばらく父親に育てられた。しかし、父親

は 11 歳の時に肝臓の病気で亡くなった。そ

の後、子どものいないおじ夫妻が養子とし

て引き取ってくれ、それ以降本当の娘のよ

うに愛情を注いでもらっている。しかし、

愛情を感じる一方で、自分には自由が少な

く厳しく育てられたと感じている。バーン・

ワンに来るまでは成績も優秀で、学力的に

県で 1 番有名な中学校に入学し、毎日通学

していた。ところが、学校が夏休みに入っ

てから交友関係が広がり、たくさんの友人

と夜まで遊び、外泊するようになった。夜

遊びグループにいた 1 つ上の歳の女に騙さ

れて、ホテルの部屋に連れて行かれた。部

屋でしばらく 1 人で待つように女に言われ

た 5 分後、覆面警察が部屋に来て保護され
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た。

(2) シェルターでの様子

　シャイで優しい性格で、大勢で戯れると

いうよりは、一人か仲の良い数人で過ごす

ことが多かった。初期入所室でのアクティ

ビティのときは、俯いたり、寝たりするこ

とが多く、なかなか集中はできなかった。

職業訓練は、料理について学んでいた。与

えられた課題に対して、きちんとこなすこ

とができていた。

(3) シェルターを出たその後

　B がシェルターを出てから約 2 ヶ月後、B

に会った。ショッピングモールで 16 時に待

ち合わせをしていたが、1 時間 30 分遅れで

来た。家を出る際に、急に母親に部屋の片

づけをしろと言われて遅くなったという。B

はシェルターを出たあとは、家族と共に暮

らしている。バイクを運転したり、オシャ

レな格好をしたりする様子から、生活は安

定しているように見えた。

　その日が B の誕生日だったので、事前に

準備していたピアスをプレゼントした。喜

んでいたが、ショッピングモールを歩きな

がら「あれいいな」と 280 バーツの指輪が

ほしいとねだってきた。ショッピングモー

ル散策後は、ナイトマーケットに行った。

普段の生活を聞くと、友達とショッピング

モールを散策してからナイトマーケットで

遊んだり、少し遠出したり、ということを

繰り返しているようだ。

　B は、育ての両親から愛情をたくさん受

け育ったパターンである。現在もその両親

のもとで暮らし、頼れる人が近くにいると

いうこともあるためか、とても落ち着いて

見えた。金銭感覚に関しては、他のサバイ

バーと比べて、物をねだったり、よく遊び

に行ったりしている様子が伺え、計画的に

将来を考えている様子は見られなかった。

しかし、筆者が Bに出会ったのは、Bがシェ

ルターを出てからわずか 2 か月後である。

この時期としては、久しぶりに家族や友達

と過ごすことができ、ケータイやバイクな

ど自由に使える物や時間が急にたくさんで

きたので、現段階では楽しむことに没頭し

ていた、ともいえるであろう。

● サバイバー C（17 歳【2020 年 1 月時点】・

女性）

(1) シェルターに来た経緯

　C は 14 歳の時に妊娠、15 歳で出産した。

妊娠したことをきっかけに中学校を中退。

その後は、ゴーソーノー（กศน.）に通い、

中学校卒業資格取得を目指している。中退

後は、病院に了解を得た上で、歳が規定を

満たしていなかったが看護助手の仕事に従

事し、月に 7,000 バーツ（当時約 24,500 円）

を稼いでいた。しかし、C を含め、誰も子

どもの世話をする時間がなく、家庭では口

論が続いていた。また、看護助手の仕事を

する際、小学校卒業資格までしかない C は

タイ文字が上手に読めないことがあり、仕

事の妨げになっていた。その後、子どもの

面倒を見る時間の不足と、学力的な問題を

理由に、看護助手の仕事を辞め、夜にカラ

オケバーで客にお酒を提供しながら、売春

も行うようになった。そして、警察に保護

をされ、バーン・ワンに来た。

(2) シェルターでの様子

　シェルターに来た当初は、終始子どもに

会いたいと泣いていたが、仲の良い友達と

共にシェルターに来たこともあって、徐々

に回復していった。初期入所室での英語や

日本語の授業の際は、勉強が苦手だと言っ

て、なかなか取り組むことができなかった。

母語であるタイ語は話すことはできるが、

書くことになると、しばしばスペルミスが

ある。一方、お好み焼き作りやおりがみな

ど勉強以外のアクティビティでは、手先の

器用さを活かし、とても楽しそうに活動に
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取り組んでいた。職業訓練は、裁縫や刺繍

を学び、マイペースに丁寧に作業をする姿

が見られた。筆者が、C が作った作品を日

本人会バザーで売り、客からのメッセージ

を冊子にして渡したとき、C はとても喜ん

でおり、シェルターを出たあとも冊子を大

切にする様子が見られた。

(3) シェルターを出たその後

　C がシェルターを出てから約 3 か月後、C

に会いに行った。これまでのサバイバーと

は違い、前日、当日に何度も予定確認の連

絡が届き、集合時間よりも前に集合場所に

到着し、筆者を探してくれた。一日のスケ

ジュールを作成し、バイクでいろいろな場

所へ移動する Cはとても計画的だった。

　C は自宅を案内してくれた。シェルター

を出て以降、子どもの父親の家族の家で暮

らしているという。家は 2 階建ての一軒家

で、テレビやソファー、扇風機やタンスな

どもあり、親戚のサポートを受けながら、

生活していた。

　今後について、ゴーソーノー（กศน.）
に引き続きあと 1 年通い、無事に卒業して

中学校卒業資格を取りたいという。学校に

通うことで文字がきちんと読めるようにな

り、中学校卒業資格が得られれば、再び看

護助手の仕事をさせてもらえるようになる

という。とりあえず来月から、以前働いて

いた病院で今度は清掃担当として働くこと

が決まったという。月収は 7,300 バーツ程

度。子どもは 2 歳になり、家事や子育てを

しっかりとこなし、経済的にも自立をしよ

うとする意思がある Cはたくましく見えた。

　C の親戚が中華系ということもあり、C は

毎晩 18 時～ 21 時くらいまで、地域の文化

センターや公園で中国の楽器を 30 人くらい

の仲間と共に練習している。練習を続けて

4 年目になるという。C は練習場にも案内し

てくれた。仲間と共に繰り返し演奏する C

はこれまで見たことがないほど集中し、一

生懸命な様子であった。

　C は妊娠をきっかけに中学校を中退して

いるが、出産後もノンフォーマル教育の学

校で働きながら中学校卒業資格を目指し、

母親の勤めも果たそうとする様子から、経

済的にも精神的にも他のサバイバーと比べ

て自立している様子が伺えた。シェルター

内の職業訓練では、裁縫や刺繍を学んでい

たが、退所後に見つかった仕事は以前から

働いていた病院での仕事であり、A と同様

シェルター内での職業訓練の内容と実際に

している仕事の関連性は見られない。また、

C は定期的に地域の文化センターで仲間と

共に楽器を演奏するなど、家以外にも趣味

や居場所があることから、生活は決して裕

福ではないが、それでも日々充実して安

定しているように見えた。C の例から、ノ

ンフォーマル教育であっても中学校卒業資

格があることが就職に有利に働くこと、そ

して地域のコミュニテイーに属することは

シェルター退所後の社会復帰を促す大きな

要因の 1つであることが示唆される。

● サバイバー D（16 歳【2020 年 1 月時点】・

女性）

(1) シェルターでの様子

　物静かで、常に落ち着いて行動をしてい

た。初期入所室での掃除の時間や英語や日

本語の授業では、いつも真面目に取り組ん

でいた。職業訓練は、裁縫や刺繍を学んで

いた。刺繍を施したカバンをプレゼントし

てくれたこともあった。シェルターに来て

からの検査で HIV 陽性であることが判明し

た。

(2) シェルターを出たその後

　D がシェルターを出てから約 9 か月後、D

に会いに行った。待ち合わせ予定の30分後、

待ち合わせ場所の公園に D と D の姉とその

娘がやってきた。

　シェルターを出てからは、母、17 歳の姉、
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16 歳の D、11 歳の妹、2 歳の姉の娘の 5 人

で生活をしていた。一週間前に小さい借家

に引っ越したばかりだという。母はメイド

として働き、月に 8,000 バーツの給料で暮

らしている。D はこれまでは赤ちゃんの世

話をしていたが、昨日から鍋料理屋でアル

バイトを始めたという。17 時～ 23 時まで

働き、1 日 170 バーツを稼ぐ予定だ。以前

から痩せてはいたが、いっそう細くなった

ように見えた。1 日に昼と夜の 2 食で、HIV

の薬は引き続き飲んでいるという。

　今後について、現在は小学校 6 年生まで

の学歴なので、いつかゴーソーノー（กศน.）
に通いたい、そうすれば、より良い仕事が

手に入るはず、と語った。終始会話の中で、

今の家は借家で、本当の家ではない、恥ず

かしいと発言していた。

　D は、シェルター内の職業訓練では、裁

縫や刺繍を学んでいたが、実際に見つけた

仕事は飲食店のアルバイトと、A、C と同様

にシェルター内での職業訓練の内容と実際

にしている仕事の関連性は見られなかった。

また、インタビューを通して、小学校 6 年

生までの卒業資格しか持っていない状態で

は、なかなか仕事が見つからないという現

実が浮き彫りになった。母の給料と姉のア

ルバイト代を主として 5 人で生活をするこ

とは、大変厳しい経済状況であることが推

測される。しかし、面倒をみてくれる母親

や、支え合える姉妹が傍にいることで、困

難も何とか乗り越えようとする活力が生ま

れ、中学校卒業資格を目指したいと将来の

ことを前向きに考える動機となったように

見えた。

● サバイバー E（12 歳【2018 年 9 月時点】・

女性）

(1) シェルターに来るまでの背景

　E の両親は E が幼いころに離婚した。離

婚後、母親はスウェーデン人と再婚し、ス

ウェーデンで暮らしている。残された E は、

父親と 2 人でタイで生活している。しかし、

E の父親は薬物を常習する傾向にあり、定

職がない。父親は家で家畜の世話をしてい

るが、家族は貧困である。

(2) シェルターでの様子

　初期入所室に初めて来たときから、明る

くよく笑い、無邪気でまっすぐだった。英

語や日本語の授業や様々なアクティビティ

でも、いつも前向きに一生懸命に取り組ん

でいた。職業訓練は、裁縫や刺繍、料理を

学んでいた。裁縫が好きで、フクロウのキー

ホルダーを作り、シェルターの隣にあるお

店で売ったこともあった。

(3) シェルターを出たその後

　E がシェルターを出た後、筆者は、E が過

去に作ったフクロウのキーホルダーを日本

人会バザーで売り、客からのメッセージを

E に伝えた。E はとても喜び、また商品を作

りたいと相談してきた。そこで、シェルター

の職員と相談し、卒業生が作った商品もシェ

ルターの隣の店で取り扱ってもらえること

になった。しかし、E の家には手芸用品が

なく、近くのお店で見つけることも難しい

という。そこで、E がシェルターを出てか

ら 3か月後、Eに会いに自宅へ行った。

　14 歳になった E は、筆者の訪問の一ヶ月

くらい前にバイクで交通事故にあい、自力

では立てない状況だったが、手芸用品を受

け取るとその場で作り出した。とても嬉し

そうだった。E は引き続き父親と 2 人で暮

らしており、父親の仕事は家の外にいる 5

頭の牛の世話をしたり、田畑を耕したりす

ることだという。父親は家の周りの畑など

を一周案内してくれた。E の家のすぐ横に

は、親戚の家がいくつかあり、2 人暮らし

といえど、祖母や叔母などが頻繫に E に会

いに来ることができる環境だった。家には、

扇風機、蚊帳、王様の絵、布団などがあっ

た。シェルターにいたとき、E は『火垂る
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の墓』の節子ちゃんに髪型や顔、雰囲気が

似ていたので、筆者は E をホタルと呼んで

いた。それ以降、E はずっと火垂るの墓を

見たいと言っており、その日の夜、ついに

一緒にケータイで火垂るの墓を見た。悲し

いけれど大好きな映画になったと、E は涙

ぐみながら話してくれた。

　その日の夜は父親の厚意で泊めてもらう

ことになった。夜ご飯は、E と E の父親抜

きで、筆者はなぜか初めて会う隣に住む親

戚たちと食べた。そのときの筆者と親戚の

会話が以下の通りである。

親戚「あそこの家に泊まるのかい？やめ

ときな。電気も水もない家だ。うち

に泊まっていきな。シャワーがある。」

筆者「水はお父さんがわざわざ汲みに行っ

てくれたので大丈夫です。電気はあ

りましたよ？」

親戚「うちから勝手に引いてるんだろう。

電気代も払ってるんだかどうか…」

　このやりとりが何度も続いた。日本人で

ある筆者のことを心配して言ってくれたの

だとは思うが、筆者の今回の訪問の目的は

あくまで E と会話を通して、E の現在の状

況や生活状況を知ることである旨を伝え、

了承してもらった。親戚の中にもある格差

を目の当たりにし、隣に住んでいる親戚か

ら常にそんな風に思われて育った E の気持

ちを考えると辛くなった。

　筆者が E の家を出るとき、父親に「これ

からの調査や旅行も、安全にがんばってく

ださい」と言われ、プラクルアンというタ

イのお守り（小さなお坊さんが入っている

もの）と、奴隷解放で有名なタイの王様（ラー

マ 5 世）のメダルを頂いた。その気持ちに

涙が出るほど嬉しかった。

　E は、父親は身近にいるものの、薬物を

よく使う傾向にあり、シェルター退所後も

家庭環境が不安定なパターンである。また、

祖母を含めた近所に住む親せきも E のこと

を気にしてくれている様子ではあったが、

「まともに働かない父親とその娘」のような

レッテルを貼られ肩身狭く暮らしている様

子が親戚との会話からも示唆されることか

ら、信頼できる大人、困ったときに安心し

て相談し頼ることができる大人が身近にい

ないことが明らかになった。

　E は、シェルター内の職業訓練では裁縫

や刺繍を学んでおり、退所後も筆者が裁縫

用具を持っていくと、作品を嬉しそうに作

り出し、また売りたいという意気込み満々

ではあったが、実際に完成品をバーン・ワ

ンに送って収入を得るというところには至

らなかった。シェルター職員も気にして、

筆者とともに電話をかけるなどフォロー

アップもしたが、モチベーションの継続は

できなかったようだ。A と同様、安心して

生活できる環境や頼れる大人が身近にいな

いため、シェルターでの経験を懐かしむ様

子が多く見られる一方、将来への取り組み

を真面目に前向きに考え続けるためには、

精神的安定が必要だということが示唆され

る。
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● サバイバー F（16 歳【2019 年 9 月時点】・

女性）

(1) シェルターに来るまでの背景

　F の両親は、F が 6 歳か 7 歳の頃に離婚し

た。離婚後、母親は上の兄弟 2 人を連れ、F

には「いい子でいてね。迎えに来るからね。」

と言って、3 人で韓国に出稼ぎへ行った。

母親は韓国に行ってからも F に頻繁に連絡

をした。その後、父親は再婚し、F は父親

と義母と 3 人で生活をした。F は、父親と

義母は欲しいものは何でも買ってくれ、両

方から愛されていると感じていた。父親が

再婚した後も、母親は毎月 30,000 バーツ（当

時約 10 万円）を仕送りしており、そのおか

げもあって、F は周りの家に比べて、比較

的新しく、大きな家に住んでいた。

(2) シェルターでの様子

　15 歳の時に、初めてバーン・ワンに来た。

初期入所室にいたころは、口数は少なめで、

最初は眠たそうにアクティビティに参加す

る日も多かったが、少しずつ笑顔が見られ

た。毎朝の掃除を丁寧に黙々とこなすこと

ができたので、筆者とタイ人スタッフから

賞状を渡した。初めてもらった賞状だった

ようで、F はとても喜んだ。父親が面会に

来た際も、F はその話を父にし、賞状をき

れいな状態で保存できるように家に持って

帰ってもらった、と嬉しそうに話してくれ

た。

　職業訓練は、裁縫や刺繍を学んでいた。

しかし、職業訓練に移動してから少しずつ

様子が変化し、ある日、シェルター内にい

た他の被害者 (G) と 2 人でシェルターから

脱走した。その後、シェルター職員が懸命

に探したが見つからなかった。しばらくし

て、売春しているホテルの場所を突き止め

た F の父親が警察に通報し、F と G は再び

保護をされる。父親の強い希望で F は 16 歳

の時に、バーン・ワンに戻ってきた。

(3) 脱走中を振り返って

　友達とつるみ、自分を見失ったのがいけ

なかったと反省する F。シェルターを脱走

してから、G の知り合いのブローカーに連

絡し、売春を始めた。インターネット上に

露出の高い写真や動画を載せ、客とブロー

カーがやり取りをし、ブローカーの指示で、

ホテルに行った。値段はブローカーと客の

間の取引で決まったが、1 回 2,000 バーツ

で体を売り、内 800 バーツがブローカーに、

1,200 バーツが本人のものになった。しか

しほぼ毎日覚醒剤（1 回 1,500 バーツ）を

使用していたため、体を売って手にしたお

金も覚醒剤代や服代で消えていったという。

F によると、売春をしているほとんどの人

は麻薬や覚醒剤に手を出すという。薬の作

用で、寝なくても、食事をしなくてもずっ

と働けるようになるからだ。疲れている日

や働きたくない日もあり、ブローカーに言っ

て断ろうとしたが、客が来たらすぐに部屋

に行かなければならず、ブローカーに「ダ

メだ、行け」と言われ、悪態をつかれ怒ら

れた。多い時は 1 日 5 人も相手しなければ

ならない日もあった。

　ある日、麻薬をやっていた客とトラブル

になり、命の危険を感じた F はブローカー

との連絡を絶ち、家族のいる自宅に戻った。

その 2 日後、G も逃げ出し、F に接触。しば

らくして、2 人は再び新たなホテルで売春

を始めた。その後、F の父親が必死に居場

所を突き止め、警察に通報し保護された。

(4) 2 度目のシェルターでの様子

　シェルターに戻ってきた F は、掃除で賞

状をもらったときのあの F とは、まるで別

人のようだった。感情の起伏が激しく、急

に叫びだして物や人を攻撃したり、ずっと

気だるそうにして寝ていたりした。目は虚

ろなことが多く、以前のように何かに集中

したり、一生懸命に取り組んだりすること

ができなくなっていた。しかし、それでも
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シェルターで過ごし、精神科にも通ううち

に、少しずつではあるが回復し、筆者とも

以前のように話ができるようになった。F

は 1 度目にシェルターに来たときからずっ

と、シェルターを出たら筆者を地元の祭り

に案内することを楽しみにしてくれており、

そういった部分は前と変わらなかった。ま

た、F は脱走中の自分を反省し、自分のこ

とを大切に思ってくれる家族の存在に感謝

をする姿が度々見られた。一方、頼れる家

族や親せきのいない G は、保護された後、

お抱え客を見つけ、一晩 5,000 バーツをも

らい、そのお金で全てのことを自分で賄っ

ているという。

(5) シェルターを出たその後

　F がシェルターを出てから約 2 か月後、F

からお祭りが近づいているから会いたいと

筆者のもとに連絡が来た。しかし、シェル

ター職員から、F は最近また家に戻らない

日が続いていると聞いたので、F がきちん

と家に帰らないのであれば面会はできない

旨を伝えた。すると、家に帰ると約束する

と返事が来たので、F に会いに行くことに

した。

　待ち合わせ場所には、F の家族が 3 人そ

ろって待ってくれており、そのままレスト

ランに行き、その後ナイトマーケットへ行っ

た。食事中、義母と仲良さそうに話してい

た F の姿が印象的であった。F の家は自宅

兼美容室（客は 1 人ずつ）になっており、F

もお小遣い稼ぎと経験のため、たまに義母

を手伝っているという。比較的新しい家で、

テレビは 2 台あり、エアコンや扇風機、冷

蔵庫、机や椅子など、生活に必要なものは

そろっている様子だった。

　その日の夜、義母と 2 人で数時間話しを

した。F はシェルターを出たあとも、自由

に使えるお金ほしさに、売春をしているこ

とがあるという。美容室を手伝ったアルバ

イト代を義母は F に渡しているようだが、F

は売春を止めることができずにいたようだ。

その都度、父親と義母で F に話をしている

のだが、なかなか理解をしてもらえないと

いう。両親ともに精神的に辛くなることが

多く、どのように子育てをしたらよいのか

悩んでいた。ある日、F が父親と同じ年の

地元の男性を客にしたことを知ったとき、

父親はショックで食事も食べられず、恥ず

かしくて外出もできず、しばらく寝込んで

いたという。お小遣いを増やしてみたり、

厳しく接してみたり、いろいろ試したが上

手くいかない。最近では、18 歳になったら

パタヤの売春宿に連れて行くから、少なく

とも未成年のうちはしないでくれ、と話し

ているという。タイでは日本同様、成人で

あっても売春は非合法だが存在するのが実

態だ。搾取され、命の危険にさらされる可

能性があったり、働き手の健康面での安全

性などが考慮されないアンダーグラウンド

の環境や条件で働くよりは、しっかりした

店舗で安全に働いてほしいということなの

だろうか。いずれにしても、本心では他の

選択肢が良いと思っているようだが、F の

希望を全否定することなく、悩みに悩んだ

結果の提案なのだろうと感じた。

　F は比較的経済に余裕があり、父親と義

母が一生懸命に育ててくれているが、本当

の母親が近くにいない寂しさからなのか、

両親に反発し社会復帰ができずにいる。体

を売るという行為に関しては、ときに命の

危険を感じるような経験をし、もう懲り懲

りだと言っていても繰り返してしまってい

る。また、F のケースから、覚醒剤の常習

は人の性格を大きく変え、もとの生活に戻

ることがいかに困難かということがよく分

かる。

７．まとめ

　ここでは、6. で述べたサバイバーの背景

や生活環境、シェルターを出たその後につ
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いて分析していく。サバイバーAからFには、

一つ大きな共通点がある。それは、シェル

ター内の職業訓練がシェルターを出た後の

実際の職業に結びついていないという点で

ある。よって、シェルターを出た後も、生

活状況は改善されておらず、引き続き貧困

に悩んでいるケースが多い。また、ようや

く見つかった仕事も、低賃金で長時間労働

であることが多い。一方、サバイバー C は、

以前の勤め先から中学校卒業資格取得を勧

められ、資格さえあれば再び雇うことがで

きると言われているという。仕事を探す術

として、学歴がなくとも知り合いの紹介の

ようにコミュニテイーに助けてもらえる例

も一般的に存在するが、インタビューをし

たサバイバー全員が互助組織の中におらず、

個人で社会や組織と向き合っていた。これ

らのことから、サバイバーらがシェルター

を出たあとに個人で社会や組織に向き合う

ためにも、自分のスキル証明としての学歴

や資格というものがより重要であるといえ

る。

　また、サバイバーの生い立ちに目を向け

ると、今回調査したサバイバー全員が、幼

いころに両親が離婚しており、片親に育て

られるか、親が再婚しているか、あるいは

祖父母などの親戚に育てられるかという経

験をしている点も共通している。中には、

サバイバー B の義両親のように、本当の親

のように愛情を注いでくれるパターンもあ

るが、特に思春期の多感な時期には、親が

いないことに対する寂しさや、自己肯定感

の低さに繋がっているのかもしれない。

　また、社会復帰や将来のことを前向きに

考えようとするためには、信頼して相談で

きる大人や頼れる大人が身近にいることが

大きな要素であることも、今回の調査で明

らかになった。サバイバー D は、自分の傍

で常に面倒をみてくれ、困難なときでも互

いに支え合える家族の存在が、人への信頼

感や自己肯定感を育み、辛い時も前向きに

目標を立てようとする精神に繋がっている

ように観察した。また、サバイバー C には

家庭以外にも属するコミュニテイーがあり、

生き生きと生活する様子から、地域のコミュ

ニテイーに属することはシェルター退所後

の社会復帰を促す大きな要因の 1 つである

ことが示唆される。周りからのサポートが

あり、安心して生活できて初めて、困難を

乗り越えようとする活力が生まれるのかも

しれない。

　結論として、タイにおける人身取引対策

は、政策的には努力が認められ世界的な評

価が格上げされたが、サバイバーらのその

後の貧困状態や、自ら選択して売春をし、

再び被害者となる者の存在が見受けられる

ことから、長期的な面での被害者の支援や、

草の根レベルでできる対策としては未だ不

十分と言わざるをえない。また、長期的な

被害者支援を行うにあたり、シェルター内

にいるときからの職業訓練や教育の機会の

見直し、改善も必要であると考えられる。

今回の調査では、復学し、就職をして安定

した生活をしている者は調査できなかった。

今後の課題として、安定した生活をしてい

るサバイバーがなぜ成功したのか、被害者

に戻ってしまったサバイバーはなぜ戻った

のかを調査することにする。
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The Pitfalls of the Protection Policy of Traffi cking in Persons in 
Thailand:

Survivors’ Lives After Traffi cking
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Tatsuya KUSAKABE
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This study investigates how survivors of Traffi cking in Persons in Northeast 
Thailand live their lives after they leave a government shelter, and reveals the 
thoughts of the survivors and their families. Thailand is one of the leading ASEAN 
countries in combating trafficking in persons, having been upgraded to Tier 2 
out of four in the 2022 Traffi cking in Persons Report. There are nine shelters for 
victims of Human Traffi cking run by the Thai government. The shelters provide 
lots of activities such as emotional stability programs and vocational training. 
Through the experience, a lot of victims have successfully recovered physically 
and mentally. However, some literature pointed out that those supports were 
focused on short-term reintegration of survivors and not enough to prevent them 
from continuing to be vulnerable or becoming traffi cking victims again after they 
left the shelters. While there is much research on policy recommendations, legal 
protections, and support provided by shelters and NGOs, little research tracks 
survivors after they leave shelters.

The author worked at a government shelter in Nakhon Ratchasima Province 
from 2018 to 2020. As a case study of the shelter's support for victims, the author 
conducted participant observation and interviews for about two years at the shelter. 
As for what happened to the survivors afterward, the author visited six survivors 
in their hometowns from 2019 to 2020 and conducted follow-up semi-structured 
interviews and participant observation. The survivors in this study were all Thai 
females who were sexually exploited in the Northeast region, and aged 14-17 at 
the time of the follow-up interviews.

The study found that although the survivors received vocational training 
while in the shelter, what they learned was not directly connected to actual jobs. 
In addition, the jobs they fi nally found were often low wages and required long 
hours of work. Therefore, even after they left the shelter, their living conditions 
did not improve much, and many of them continued to suffer from poverty. The 
results also revealed that it is important for them to have a place where they belong 
besides home to reintegrate into society. Moreover, it found that having adults 
close by whom the survivors could trust and rely on for advice was a major factor 
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in their attempts to reintegrate and think positively about their future.
The study concludes that countermeasures against human trafficking in 

Thailand are still not enough in terms of long-term support for survivors since lots 
of survivors struggle with poverty and some of them even choose to prostitute 
themselves and become victims again. The results suggest that it is necessary to 
review and improve the vocational training and educational opportunities in the 
shelter to support survivors’ reintegration.


